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“Temporally Coherent Completion of Dynamic

Video”の実装報告

野田 啓太1,a)

概要：筆者は SIGGRAPH Asia 2016 で Jia-Bin Huang らが発表した論文”Temporally Coherent Com-

pletion of Dynamic Video”の実装を行なっている. この論文は動画の中の物体に対してマスクをかけ, そ
の物体を消去した動画を作ることを目的としている. マスク部分を補完するためには, その部分の背景を推
定する必要がある. しかし, 動画中の物体を消去することは静止画よりも難しく, ただ消すだけでは, 違和
感のあるものになる. この実装を行う論文ではマスクの背景の補完と前後のフレームとの一貫性を保つた
めに, 2009年に発表された PatchMatchの手法と物体の動きをベクトルで表現する速度場の最適化を用い
ることで実現を行なっている.

1. はじめに
簡単に実現できそうなイメージがある画像における物

体消去は, まだまだ問題点が多く存在し, 今もなお研究が
進められている. 物体を消去するためには空間的一貫性が
必要となる. さらに動画においては前後のフレームとの
違和感をなくすために, 時間的一貫性も必要となり, 静止
画における物体消去よりも難しくなる. Huang らの手法
[1]は 2009年に Connelly Barnesらによって, 提案された
PatchMatch[2]の手法と物体の動きをベクトルで表現する
速度場の最適化を用いることで空間的かつ時間的な一貫性
を持つ動画の物体消去を行なっている.

　筆者は今後の研究につなげるために, この提案手法の実
装を行うことにより, この手法の精度と課題を見つけるこ
とが今回の目標である.

2. 実装を行う論文の概要
今回, 実装を行う論文に用いられる PatchMatchは近似

最近近傍アルゴリズムであり. 類似したパッチを用い, 対象
領域を自然に補完を行う. PatchMatchでは, 類似したパッ
チは, 対象領域の近くにある可能性が高いということを前
提に, 既存の方法よりも高速に探索し, 補完することができ
る. 初期の PatchMatchでは類似するパッチを探す際には
パッチサイズは一定であったが, 今回実装を行う論文では,

パッチサイズの拡大や縮小, さらにパッチを回転させるこ
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とで, より精度の高い補完を行なっている.

　また, 動画における物体消去においては, 1フレームのみ
では補うことのできない情報がある. そこで物体の動きを
ベクトルで表現した速度場の最適化を用いることにより,

前後のフレームを考慮することで, 時間的一貫性がある物
体消去ができる.

3. 実装の進捗状況
この論文の実装を行うにあたり,まず最初に初期のPatch-

Matchの実装を行なった. 実装を行う上で,開発言語はC++

を用い, OpenCVを導入することにした. PatchMatchは
アルゴリズムがシンプルであることから, 画像処理につい
て学ぶ導入にも適した実装であったと考える. 自分自身で
作成した PatchMatchをベースに用い, 今回の論文の実装
に取り組んでいる. 現時点では, 一通りの実装はできたが,

論文の結果よりも精度が低いため, より精度の高い再現実
験ができるように修正を行なっている. また, 実行時間も
長く, 今後は高速化という点も課題であると考える.
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